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我々は量子中継器や量子コンピュータとい

った量子デバイスへの応用としてダイヤモン

ド中の NV 中心に局在する電子や窒素（14N）

や、炭素同位体（13C）を量子ビットとして用

いる研究を行っている[1, 2]。これまでに、我々

の研究の最大の特徴であるエネルギー縮退し

た二準位を論理量子ビットでは、直交したワ

イヤーによってつくられる偏極マイクロ波に

よって電子や窒素核子に対してユニバーサル

な操作を実証してきた[3]。しかしながら、2

量子ビットだけでは量子デバイスとしては不

十分であり、他の量子ビットを複数操作でき

る必要があった。炭素同位体（13C）は NV 中

心近傍に複数存在しコヒーレンス時間も長い

ため、3 つ目以降の量子ビットに非常に適し

ている[4]。縮退下において、これら炭素同位

体へのアクセスは非常に困難であるが、その

困難性を偏極マイクロ波を用いることによっ

て打破することができる。 

 そこで今回我々は NV 中心付近に存在する

1つの炭素同位体を偏極マイクロ波を用いる

ことで任意制御することを目指し、電子･窒素

核子･炭素核子の 3量子初期化(図 1)や炭素核

子の任意状態の準備(図 2)に成功した。 

この結果は、NV 中心近傍に存在する複数

の炭素同位体を量子ビットとして利用可能に

なることを示し、多数の量子ビットを用いた

様々な量子デバイスへの応用が期待される。 
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図 2 炭素核スピンの任意状態の評価 図 1 炭素核スピン初期化 
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